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預
金
蓮
帳
、
印
か
ん
④
現
金

⑤
穣
中
電
灯
⑥
タ
オ
ル
、
石
け

ん

φ
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ

⑧
救
急
薬
品
⑨
ヘ
ル
メ
ッ
ト

⑬
ロ
i
ソ
ク
、
マ
ッ
チ

以
上
の
外
に
、
老
人
、
病
人
、

乳
幼
児
の
こ
と
も
考
え
て
、
持
出

品
を
考
え
る
こ
と
が
必
委
で
す
。

間新日華ち航
マ
雲
大
島
一
一
一
原
山
が
噴
火
し
て
ち
よ
さ
一
か
尺
震
は
や
っ
と
落
事
き
を
取
り
ム

掲
マ
ム
一
民
し
た
さ
つ
で
す
が
、
あ
な
た
の
家
庭
の
防
災
一
対
策
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
先
日
調
か
ム

4
L
 
き
マ
:
れ
た
哀
彊
獲
の
紡
災
対
策
強
花
粉
雲
で
は
「
影
響
な
ど
と
い
っ
て
い
ま
す
が
、
ぃ
・

4

M

7

つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
の
が
大
量
。
一
一
一
言
の
噴
審
議
に
、
各
家
庭
の
防
災
ム

繍
マ
対
策
を
、
も
う
一
震
直
し
、
家
族
で
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
o

i

i

e

ム

恥
伊
一
一
旦
大
島
一
一
一
宮
は
、
十
一
月
撲
な
噴
火
が
始
ま
り
、
震
は
船
②
子
供
の
お
し
め
と
粉
ミ
ル
ク

褒
十
五
臼
(
土
)
午
後
五
時
二
十
五
紡
で
議
難
ず
る
こ
と
に
な
り
ま
し
③
登
記
書
類
と
夫
婦
の
者
が
え

分
ご
ろ
、
突
然
噴
火
し
一
ま
し
た
。
た
芯
急
な
避
難
A
叩
令
だ
っ
た
た
め
④
衣
類
、
お
に
ぎ
り
、
保
検
誌

さ
ら
児
、
十
一
月
二
十
一
日
(
金
)
多
く
の
島
民
は
、
着
の
み
着
の
ま
密
着
の
み
着
の
ま
ま

午
後
四
時
十
七
変
」
ろ
、
一
ニ
原
山
ま
の
状
態
で
、
島
を
脱
出
し
て
い
霊
祭
え
一
、
預
金
通
様
、
現
金

北

酋

側

の

外

輪

山

で

、

湾

度

大

規

ま

す

。

⑦

貴

蚕

品

を

わ

ず

か

!

淘

'
s
Z
}
聞

③

先

祖

の

位

は

い

と

過

去

綬

公
判
』
暗
付
J

同

d

ア
に
③
買
っ
た
ば
か
り
の
ラ
ジ
カ
セ

⑬
仕
事
の
書
類
定
け

着
が
}
え
、
位
は
い
だ
け
の
方
な
ど
⑪
ベ
ッ
ト

さ
ま
さ
ま
で
す
。
新
樹
報
道
さ
れ
⑫
酬
即
席
ラ
ー
メ
ン
お
儒

た
も
の
も
併
せ
て
ま
と
め
て
み
る
な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。

軒

金

護

と

棒

高

が

え

心

霊

な

こ

と

詰

①
家
に
カ
ギ
を
か
け
な
か
っ
た

②
に
わ
と
り
を
残
レ
て
き
た

③
家
の
状
態
が
知
り
た
い

④
自
宅
に
残
し
た
犬
と
一
猫

市
宮
家
斎
の
え
さ

⑤
血
圧
の
薬
涯
忘
れ
た

人口 232，579入

世帯 74，696世帯

(61年 11丹 1日現在)

そ
れ
で
は
、
ど
ん
な
も
の
を
持

っ
て
避
難
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

東
京
都
の
避
難
場
所
に
落
主
事

い
た
人
々
に
訪
ね
て
み
る
と
、
着

の
み
替
の
ま
ま
の
方
や
、
少
し
の

⑦
い
つ
鳥
へ
帰
れ
る
か

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
心
的
問
や
不
安
は

つ
の
る
ば
か
り
で
す
。
そ
れ
に
、

何
百
人
も
の
雑
居
か
ら
く
る
ス
ト

レ
ス
な
ど
、
守
活
に
や
す
ら
ぎ
が

感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
平
塚
市
か
ら
市
民
の
み
な
さ
ん

へ
情
報
を
伝
達
す
る
方
法
は
、
十
巾

出
口
治
会
組
織
運
営
を

内
五
十
一
一
か
所
に
あ
る
紡
災
無
線

視
察
し
た
港
区
回
町
ス
ポ
ー
ツ
と
広
報
車
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
は
、
約
一
千
五
百
人
が
ま
た
、
難
聴
納
域
は
増
設
計
画
の

入
所
し
て
お
り
、
体
育
館
内
を
四
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
母
治
会
総
織
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
十
分

的
に
運
営
し
て
い
ま
す
。
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
最
近

品
開
ブ
ラ
シ
等
の
洗
面
用
具
や
呂
は
自
動
車
騒
音
や
生
活
騒
音
変
高

用
品
は
す
ぐ
支
給
さ
れ
、
下
着
類
い
こ
と
と
、
音
の
重
な
り
(
エ
コ

も
一
一
回
支
給
窓
れ
て
い
ま
す
。
洗

1
)
や
風
向
き
に
よ
り
、
屋
外
放

濯
機
は
十
五
台
あ
り
フ
ル
回
転
、
送
は
聞
き
と
り
に
く
く
な
っ
て
い

利
用
で
き
な
い
方
は
、
近
く
の
コ
ま
す
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
を
使
用
し
て
い
が
つ
い
て
い
る
と
、
家
の
中
で
は

ま
す
。
食
事
は
一
ニ
食
と
も
仕
出
し
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

弁
当
の
た
め
か
、
生
一
野
菜
が
不
足
そ
こ
で
、
出
H治
会
ご
と
に
設
霞

し
て
い
る
と
話
し
て
お
り
ま
し
し
て
あ
る
自
主
防
災
組
織
の
情
報

た
。
寝
異
類
は
、
毛
布
と
ふ
と
ん
斑
か
ら
、
情
報
を
流
し
て
い
た
だ

だ
け
で
、
シ
!
ツ
は
あ
り
ま
せ
ん
こ
う
と
、
自
主
紡
災
会
長
宅
に
紡

で

し

た

。

災

無

線

と

開

閉

じ

内

容

が

室

内

で

関

1
;
;
:
b
i
r
d
'
:

け
る
戸
製
桑
原
慣
」
を
、
二
否

認

え

と

論

議

会

匂

四

偶

語

し

て

い

ま

す

。

ま
た
、
い
ぎ
と
い
う
と
き
は
、
日

こ

の

よ

う

に

、

災

害

は

「

い

の

占

後

市

内

小

学

校

区

軍

位

に

二

十

五

か

J

つ
」
私
た
ち
を
襲
っ
て
く
る
か
④
安
全
な
避
難
方
法
所
の
拠
点
基
地
を
一
設
け
て
、
そ
の
ム

わ
か
り
ま
せ
ん
。
常
臼
ご
ろ
か
⑤
家
銭
が
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
付
近
に
住
む
市
磯
員
(
羽
人
3
日

ら
、
各
丞
庭
の
妨
災
会
議
な
ど
を
と
き
の
落
ち
合
う
場
所
と
彦
総
人
)
を
配
備
し
、
樹
立
交
援
の
で

開
き
、
事
前
の
対
策
宇
考
え
て
お
方
法
き
る
一
円
壁
叫
無
線
機
を
持
た
せ
、

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
⑥
家
督
や
ベ
ッ
ト
は
ど
う
す
る
か
市
の
対
策
本
部
と
情
報
の
収
集
と

以
土
り
こ
と
は
、
必
3
9
家
庭
で
伝
達
を
行
い
、
自
主
防
災
会
(
自

φ
家
庭
の
防
災
会
議

話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
治
会
)
に
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る

地
震
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
家
族
全
員
が
い
る
場
合
ゃ
い
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

安
門
家
族
会
員
が
あ
わ
て
ず
に
場
合
な
ど
も
考
え
て
く
だ
さ
い
。
拠
点
撃
に
は
、
災
警
を
迎
文
撃

語
で
き
る
よ
う
、
ふ
だ
ん
か
ら
非
常
持
出
品
ま
っ
た
め
の
災
害
用
の
七
つ
道
具
一

話
し
合
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
分
担
を

i

ゃ
、
飲
料
水
を
薩
保
す
る
ろ
水
機
判

決
め
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
い
つ
で
も
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
も
配
種
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
火
の
一
見
は
ど
う
す
る
か
各
家
庭
で
も
間
選
が
必
要
で
す
。
市
鼠
の
み
な
さ
ん
、
自
主
妨
笈

②
家
の
中
で
一
番
安
委
場
所
は
②
一
一
日
分
の
食
糧
と
飲
料
水
会
を
通
し
て
、
ぜ
ひ
、
ご
協
力
い

③
遜
難
す
る
と
き
の
持
ち
物
と
そ
②
着
が
え
(
季
節
に
あ
わ
せ
て
)
た
だ
き
た
い
と
患
い
ま
す
。

港区沼町スポーツセンずーに避難した島民一軍日新聞提供
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(2) 昭和6守主事寸 2Fl守ち包五お撃競砂らつか

一
な
い
人
を
見
か
け
た
と
き
は
「
ど
一
ど
は
、
無
造
作
に
持
っ
た
り
、
庸
一

一
ち
ら
を
お
た
ず
ね
で
す
か
」
と
、
一
に
か
け
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。
一

一
。
ひ
主
声
。
か
け
て
用
件
を
確
か
一
込
品
会
う
乗
り
物
は
、
乗
降
口
一

一

め

る

。

一

付

近

が

最

も

危

険

。

コ

一

一

争

ひ

っ

た

く

り

を

防

ぐ

た

め

士

一

ス

り

に

ご

潟

、

心

を

一

一

心

一

一

大

金

を

持

主

F
く
と
き
は
、
率
一
ν

一
年
末
は
、
多
額
の
現
金
を
持
ち
一
安
利
用
す
る
か
、
一
一
人
以
上
で
行
一
…

一
歩
く
機
会
が
多
く
な
る
か
ら
、
ス
一
う
。
人
通
り
の
少
な
い
道
、
暗
い
了

一
リ
や
ひ
っ
た
く
り
に
ね
ら
わ
れ
一
道
は
さ
け
る
。
パ
y
ク
は
、
車
道
一
心

争
お
隣
り
さ
ん
に
ひ
主
戸
を
一
る
。
銀
行
な
ど
の
金
高
融
機
関
在
約
一
一
と
反
対
例
の
手
や
協
の
下
に
し
っ
一
4

ド
ロ
ボ
ー
は
、
人
の
一
白
を
最
も
一
用
さ
れ
る
と
き
は
、
行
き
帰
り
に
一
か
り
持
つ
。
一

饗
戒
す
る
。
外
出
す
る
と
き
は
-
一
十
分
注
意
す
る
と
と
。
一
春
闘
動
車
疫
の
被
害
に
注
意
一
一

隣
り
の
人
や
管
理
人
に
留
守
を
菊
一
争
ス
リ
の
被
害
を
防
ぐ
に
は
一
自
動
車
か
ら
晶
摺
れ
る
と
#
ほ
、
一

も
う
。
一
貫
い
物
か
ご
な
ど
に
財
布
を
入
一
必
ず
キ
ー
を
抜
き
、
ド
ア
ロ
ッ
ク

争
知
ら
な
い
人
に
は
ひ
と
声
を
一
れ
る
と
き
は
、
外
か
ら
見
え
な
い
一
を
し
よ
う
。

ア
パ
ー
ト
の
廊
下
な
ど
で
知
ら
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
な

事

@ 

い
よ
い
よ
年
の
潟
、
今
年
も
残
り
少
な
く
な
っ
た
。
こ
の
時
期
は
、
一
年
の
締
め
く
く
り
と
い
う

こ
と
か
ら
、
怖
か
と
気
ぜ
わ
し
く
な
り
、
と
も
す
れ
ば
犯
罪
や
事
故
、
火
災
に
対
す
る
警
戒
心
が
薄

れ
が
ち
に
な
る
。
ま
た
、
一
方
で
は
、
お
金
の
必
要
性
に
迫
ら
れ
、
ひ
っ
た
く
り
-
な
ど
の
犯
霧
受
付

う
人
が
多
く
な
る
。
皆
さ
ん
、
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
、
年
来
年
始
の
特
別
警
戒
に
ご
協
力
を
。

警
察
で
は
、
十
一
一
月
一
日
か
ら

一
月
十
臼
ま
で
「
年
来
年
始
特
別
一

警
戒
」
期
間
と
し
、
犯
盟
再
や
交
通
一

事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
特
別
警
一

戒
を
実
施
し
て
い
る
。
一

皆
さ
ん
も
次
の
こ
と
に
心
が
け
一

明
る
い
新
年
を
迎
え
て
い
た
だ
き
一

た

い

一

空

き

裂

に

ご

期

間

心

一

空
き
巣
被
害
の
八
三
一
軒
は
、
木
一

造
の
住
毛
や
ア
パ
ー
ト
と
な
っ
て
一

い
る
。
一
戸
建
て
住
宅
で
は
、
サ
一

ッ
シ
窓
を
壊
さ
れ
、
ア
パ
ー
ト
は
一

か
ぎ
を
か
け
忘
れ
た
謀
総
な
ど
か
一
ぎ
を
か
け
忘
れ
た
窓
か
ら
入
ら
れ
一
外
出
す
る
と
き
や
寝
る
訴
に
は

ら
入
ら
れ
て
い
る
。
忍
び
込
み
は
一
て
い
日
也
、
一
戸
締
ま
り
が
安
全
か
ど
う
か
確
か

木

造

住

宅

が

多

く

ね

ら

わ

れ

、

か

一

一

め

よ

う

。

童寵425雪

んさi
 
T
 
み蜘平喝

新
人
類
と
い
わ
れ
釜
高
校
生
こ
の
「
わ
れ
ら
青
春
f
只
今

V

た
ち
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は

I
N
G」
は
、
テ
レ
ビ
神
奈
川

鴇
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
「
こ
ん
に
ち
綜
神
奈
川
」
で
放

が
か
。
平
塚
農
語
塾
高
校
の
J
R
C

挟
す
る
。
ぜ
ひ
ご
覧
者
。

村
を
中
心
に
、
一
平
塚
工
業
高
校
の
マ
放
映
臼
一
時
ロ
月
初
白
(
ム
ム
)

山
山
積
祉
委
員
会
、
宮
田
浜
高
校
の
た
午
後
5
待
日
目
分
1
6時

斑
き
火
会
の
悼
目
撃
を
カ
メ
ラ
で
追
マ
放
送
局

T
V
K
(テ
レ
ビ

紛

っ

た

。

神

奈

川

a
U
H
n
F
)

捕
内
容
は
、
彼
ら
が
ギ
ク
シ
ャ
な
お
、
放
映
し
た
テ
l
ブ
は

i

ク
し
な
が
ら
も
、
素
直
に
障
害
題
審
鯨
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

者
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
成
長
し
で
貸
し
出
す
。
ご
利
用
を
。

て
い
く
、
富
県
祭
中
の
畠
再
審
物
語
。

訪
日
に
テ
レ
ビ
神
奈
川
で
放
映

か
れ

単
調
や
ら
う

続

穏

け

よ

穫

に

か

え

務

手

ち

考

近

棺

も

を

は

、

を

場

世

間

'

は

話

立

?

き

給

二

喝

似

品

』

J
和

叫

，

小

ハ

ヨ

J

f

y

向
叫
る
ま
総

H
h
H

d
A一

あ

。

、

/

一

ズ

が

う

吉

町

内

川

や

音

よ

間

間

以

山
r

J

/

る

け

に

グ

ワ

ア

な

か

成

幻

。

留

に

し

謙

庁

々

と

気

話

ら

%

に
た

図
る
。
ま
た
、
消
一
所
、
減
島
小
学
校
、

訪
問
で
は
、
期
間
中
の
二
十
九
日
一
校

(
月
)
か
ら
一
二
十
一
日
(
水
)
ま
一
{
緑
化
功
労
者
〕

で
の
午
後
八
時
か
ら
十
二
持
、
分
一
青
木
卓
笥
(
豊
原
町
旬
、

回
庁
晶
疋
詰
め
て
巡
回
答
備
な
ど
一
淳
一
(
御
殿
)

を
行
い
、
万
全
を
腐
る
。
一

!
i
l
-
-

一
十
一
日
(
ホ
)
ま
で
の
年
末
に
、
一
な
お
、
二
十
九
日
(
月
)
に
一

一
「
歳
棄
災
特
別
響
戒
」
を
実
施
一
は
、
消
妨
害
一
消
防
団
長
、
一
一
一
一
国
民
年
金
合

一

す

る

。

一

十

臼

(

火

)

に

は

市

長

が

各

地

区

一

良

団

体

を

表

ん

ヲ
一
湖
周
中
、
消
防
署
で
は
、
消
防
一
を
巡
視
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
一

ぽ
一
水
利
の
戸
ぺ
重
構
を
は
じ
め
響
毘
畑
一
る
。
一
国
民
年
金
並
官
及
推
進
月
筒
に
あ

間

一

議

間

出

初

め

式

時

1
丹
F
b
自

一

号

、

年

金

普

及

蓄

に

尽

力

さ

一

一

れ

た

方

々

(

毘

体

)

が

表

彰

さ

れ

材
一
新
春
一
恒
例
の
消
防
出
初
め
式
一
%
と
乗
り
演
技
の
外
に
、
震
度
保
一
九
〈
敬
称
一
時
〉

繁
一
は
、
一
月
六
日
(
火
)
に
行
わ
れ
一
敏
を
し
て
も
ら
う
た
め
起
震
車
も
一
一
〉
社
会
保
険
庁
長
官
表
彰

制
一
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
出
動
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
一
郡
北
納
税
貯
蓄
組
合
(
代
表
越

一
当
臼
は
、
消
防
本
部
、
消
防
一
ぜ
ひ
、
ご
来
損
容
を
。
一
野
高
雄
)
、
真
田
第
一
一
自
治
会

年
の
瀬
の
あ
わ
た
だ
し
さ
に
加
一
ま
た
、
万
一
出
火
し
た
場
合
は
、
一
署
、
消
紡
図
、
向
謡
消
防
隊
が
参
一
マ
期
日

1
月
6
臼
(
火
)
一
(
代
表
上
野
喜
九
治
)

え
て
、
季
節
が
ら
火
気
を
使
用
す
一
延
焼
拡
大
の
危
険
は
大
き
い
。
一
加
、
消
防
演
技
を
行
う
。
ま
た
、
了
午
前
9
時
鈎
分
出
初
め
式
一
マ
県
知
事
表
彰

る
機
会
が
多
く
、
火
災
の
発
生
が
一
こ
の
た
め
、
消
紡
本
部
で
は
、
一
平
塚
合
式
消
防
保
存
会
に
よ
る
ア
午
前
孔
持
5
分
演
技
一
間
出
民
年
金
委
員
開
明
治
治
(
馬

場
加
す
る
こ
と
が
予
雪
れ
る
。
一
十
二
月
一
干
五
日
(
さ
か
ら
一
二
「
ま
と
い
」
の
振
り
込
み
え
は
し
一
マ
毒
消
防
総
合
訓
霊
一
入
)
、
木
川
聖
書
)
二
一
書

i
l
i
l
i
-
-
-
l
i
l
i
-
-
i
l
l
i
l
i
-
-
i
i
!
I
l
l
i
-
-
i
l
i
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
i
i
l

一
義
(
青
櫛
)
、
宮
川
勝
(
沼
之
内
)

・

l

l

、

一

一

7
J
パ
l
お
よ
び
助
革
元
同
乗
者
一

1
1
1
1
1
1
i
i
i
i

フ
吉
弘
3

3
費

二

重

章

一

に

も

義

務

付

け

ら

れ

、

違

反

し

た

一

て
き
ょ
E
L髄
錐

j
新

主

義

一

と

き

に

は

行

霊

分

点

数

一

点

が

一

民

生

@

克

童

委

一

一

一

科

さ

れ

て

い

る

。

一

員

の

委

嘱

を

年
末
は
、
物
資
輸
送
な
ど
の
増
一
に
、
「
年
末
年
始
の
交
通
事
故
紡
一
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
」
は
、
十
一
月
一
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
γ

正
し
く
締
め
一

大
に
よ
り
道
路
の
交
還
が
一
混
雑
す
一
止
運
動
」
を
展
開
し
、
厳
し
い
取
一
一
日
か
ら
す
べ
て
の
道
路
で
、
ド
一
安
全
運
転
を
し
よ
う
。
一
今
年
は
、
三
年
に
一
度
の
民
生

る
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
忘
年
会
・
一
り
締
ま
り
を
行
っ
て
い
る
。
一

1
1
1
l
i
l
i
-
-
l
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
j
i
l
l
-

一
委
員
の
改
選
の
年
で
、
十
一
一
月
一

新

年

会

な

ど

、

何

か

と

飲

酒

の

機

一

皆

さ

ん

は

「

欽

ん

だ

ら

乗

る

一

¥

ム

F

一
臼
を
も
っ
て
聖
天
際
か
ら
委
嘱

奈

多

く

な

り

、

車

い

運

営

一

な

宗

室

長

む

な

」

を

宮

一

議

ち

量

産

遺

障

を

表

彰

一

さ

れ

た

1

一

一

品

耳

2
1
t
1
F
i
T
E
s
t
F
I
R
-
一ニ一

4
1有
一

調
関
気
帯
び
運
転
に
よ
る
失
事
故
銘
じ
、
草
子
量
放
の
な
い
明
る
い
一

l

l

l

J

:

J

一
市
内
二
十
一
地
区
民
生
委
譲

の
多
発
が
予
雪
れ
る
。
一
正
月
を
迎
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
一
平
警
緑
露
両
民
団
体
等
表
彰
一
面
体
等
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
十
一
警
の
一
民
生
・
児
童
委
員
俊
一
宮

市
で
は
、
警
察
車
官
、
交
通
安
全
一
、
一
が
、
十
一
月
八
日
(
土
)
市
役
所
一
二
回
目
を
迎
え
た
今
年
は
、
次
の
一
八
十
七
名
で
、
そ
の
う
ち
新
任
問
同

協
会
主
体
と
な
り
、
十
二
月
十
一
シ

i
ト
ベ
ル
ト
一
新
安
易
融
警
行
わ
れ
た
。
一
思
蓮
宗
受
賞
し
た
O

〈
敬
語
守
一
生
委
員
は
百
四
名
。
そ
れ
ぞ
れ
の

日

(

さ

か

ら

一

月

十

自

主

一

無

着

用

は

1
点

一

こ

れ

は

、

需

品

事

選

二

塁

塁

}

一

震

の

担

当

豊

富

、

別

に

ま
で
の
一
か
問
問
、
飲
酒
・
無
謀
一
一
化
の
実
践
活
噴
出
問
木
の
保
護
・
一
回
之
官
公
額
愛
妻
買
湘
南
高
…
お
知
ら
せ
す
る
。

運
転
の
防
止
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
一
高
速
道
路
の
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
け
一
保
全
、
縁
の
普
友
啓
も
う
等
に
積
一
浜
台
ハ
イ
ツ
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
、
一
問
い
合
わ
せ
は
、
古
川
福
祉
総
務

正
し
い
着
用
の
徹
底
な
ど
を
重
点
一
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
「
シ
i
一
一
極
的
に
努
め
、
他
の
模
範
と
な
る
一
橋
本
産
業
株
式
会
社
平
塚
営
業
一
課
(
内
線
一
一
一
七
)
へ
。

しお

。
一
韓
正
樟
相
談
日
月
四
日
(
火
)
、

1
月
7
日(本)、

1
月
四
日
(
火
)

予
約
制
(
電
語
で
も
可
)
、
日
時
5
日
時

。
一
義
明
棋
粍
潤
緩
輔
談

2
月
9
日
(
傘
、
日
時
i
M
時

。
住
宅
櫨
競

U
R
M
日
{
火
)
、
四
時
3
同
時

。
一
般
市
民
相
談
語
日
(
だ
た
し
、
土
曜
日
は
日
時
ま
で
、
日

曜
・
祝
臼
は
除
く
)

。
消
費
生
活
揖
談
諒
丹
一
同
臼
(
金
}
、
訪
日
{
金
)
、
1
月
9
日(金)、

日
時
3
日
時

。
下
輯
取
引
相
談
日
月
四
日
(
木
)
、
日
時
甜
分
1
日
時

。
申
北
朝
年
金
相
談

2
月
8
日
(
木
)
、
四
時
3
日
時

。
暗
唱
毒
薬
特
許
相
談

2
月
5
R
(向付)、四時
jtp
日
時

車
問
少
年
格
談
窓
(
市
民
セ
ン
タ
!
二
階
)M

j七
一
一
一
一
一

月
jtp
金
曜
日
9
時
1
M時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

〈
〉
悩
み
ご
と
は
砂
ヤ
ン
グ
テ
レ
車
ン
e

お

j
七
八
一
一
一

O

月
3
土
曜
臼
g
時
1
M時
却
分

福

祉

会

館

お

よ

さ

一

一

一

至

。
心
配
ご
と
噛
銭
事
週
間
月
曜
話
、
日
時
3
日
時

。
一
母
手
掛
鍛
毎
週
月
S
金
曜
扇
、

9
時
1
日
時
四
分

。
車
産
児
遜
欄
綴
嬉
選
河
内
3
金
曜
日
、

9
時
3
珂
時

。
高
齢
者
醸
盤
調
盤
舘
週
月
4
3

金
曜
自
、

9
時
四
分
i
M
時

土
曜
日
は
詔
時
ま
で

。
購
入
輔
綴
事
局
第
3
木
曜
日
目
時
i
却
詩



森
金
太
郎

e

火

工

敬

三

橋

か

シ

ン

ボ

ル

マ

ー

ク

。

を

募

集

し

「

サ

ン

ラ

イ

ズ

ロ

ー

ド

」

φ

問
沼
一

径

一

一

、

平

野

美

小

林

務

、

山

田

て

い

た

が

、

こ

の

ほ

ど

発

表

さ

れ

光

夫

(

肇

平

)

、

「

ベ

ル

ナ

ー

ド

ニ

ヱ

一

郎

、

藤

間

富

之

、

瀦

井

俊

一

、

た

。

(

敬

税

同

時

)

加

藤

君

子

(

横

浜

市

)

一

室
一
清
、
秋
山
明

J
品

露

ふ

{

襲

撃

}

{

シ

ン

ボ

ル

マ

i
Z重
〕

一

き

織

成

田

清

。

左

宮

職

稲

愛

を

募

集

は

、

間

前

六

十

九

市

シ

ン

ボ

ル

マ

ー

ク

は

、

ロ

ヘ

十

…

霊

園

と

び

民

間

周

治

、

中

シ

ン

ボ

ん

マ

!

タ

や

む

き

さ

の

応

募

が

あ

り

、

警

の

量

点

の

斗

挙

か

あ

っ

た

。

皇

室

一

村

茂

掬

配

管

工

中

川

勝

、

森

し

て

、

シ

ヨ

y
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
化
「
湘
南
ス
タ
ー
モ
ー
ル
」
と
決
定
通
り
と
街
活
街
、
七
夕
ま
つ
り
の
一

紀

一

郎

、

伊

藤

康

夫

、

意

義

?

?

の

J
雪

進

め

て

い

る

。

芝

一

一

一

し

た

。

豆

と

震

を

形

ど

っ

た

設

立

の

一

a

綿
花
戦
矢
野
主
;
諸
問
問
昭
男
議
灘
糊
月
に
は
、
主
古
に
殺
し
ま
れ
る
街
曹
人
選
一
湖
南
ス
タ
I
モ
ー
ル
」
作
品
が
唱
旭
川
陥
れ
た
芯
(
乙
開
問
)
一

間
企
装
工
家
出
英
雄

e

緩
れ
と
し
丈
新
し
い
東
海
A
本
滋
り
山
山
ー
主
彦
事
場
町
)

e

人

選

長

議

(

綴

)

一

そ

の

童

話

会

堅

議

の

一

:

一

騒

光

太

郎

み

話

…

表

回

議

室

警

今

夏

盤

機

に

生

ま

れ

変

わ

る

。

ふ

作

一

ブ

ソ

ア

ー

ド

市

川

22
塁
務
(
小
富
市
)
、

あ

っ

た

万

を

毒

す

る

も

の

で

、

一

語

一

千

弘

子

お

宗

門

一

言

警

主

話

事

選

そ

こ

で

、

書

道

本

通

り

モ

セ

キ

子

(

雲

市

)

、

「

ス

タ

ー

モ

2
の
り
こ
(
雲
市
)
、
根
本
一

三
で
八
開
日
二
7

室

、

手

五

奈

会

内

技

術

的

小

竺

朝

F
e
z
-一
一

ン

グ

阪

湾

民

の

懇

ル

協

議

江

な

や

む

に

、

新

し

い

街

ー

ル

一

語

患

F
(機
内
同
月
密
(
雲
監
、
小
宣
明
(
万
一

捌
歳
以
ヒ
ヌ
二
十
守
以
上
同
一
語
ニ
拐
事
洋
裁
的
福
島
茂
畑
作
一
野
弘
一
移
調
昭
一
続
並
木
場
、
一
い
の
場
、
明
る
い
良
い
物
公
開
問
と
祐
一
み
に
ふ
さ
わ
し
い
妥
記
?
と
地

)
L
2
2
忠
仁
川
町
、
出
)
、
山
知
浩
正
夫
(
償
内
間
約
一
)

総
に
従
事
し
、
夜
鋭
的
、
指
導
的
立
…
線
付
守
姉
線
下
春
士
h
e
h
-弘
一
成
問
削
作
縮
、
大
神
一
部
。
食
山
内
一

i
f
z
$
Z
E
E
-
z
f
z
z
守
z
f
z
t
E
z
;
2
5
2
a
5
1
2
4
1
f
;
ι
5
2
5
ュ

2
7
$
2
5
5
当

主

主

f
i
z
z
2
:
z
f
Z
3
5
一
三
=
z
$
y
z
s
j
r

一
一
場
の
一
叫
長
功
労
者
一
一
主
人
と
、
一
車
問
組
ム
設
備
十
ム
小
泉
援
位
、
大
一
技
…
語
越
智
正
行
ふ
双
山
間
三
ぇ
護
岩
崎
福
田
山
富
治
、
原
勉
…
汚
十
五
日
か
ら
こ
ト
門
口
問
問
、
京
市
わ
立
、
約
八
喜
一
帯
。
一
イ
一
係
(
内
線
mu
ハ

一

一

)

…

勲
一
一
十
議
以
ド
ん
で
十
五
年
以
上
向
一
一
悩
武
治
@
晴
彦
河
工
事
士
熊
四
時
一
小
林
道
江

ρ

洋
裁
綿
一
泊
目
的
…

e

窓
7
3

修
理
技
術
土
建
藤
貞
…
公
一
百
十
世
行
い
ね
安
定
擬
索
。
議
…
な
お
、
公
心
さ
れ
た
交
に
山
間
選
一
i
!
?
I
i

腕
警
に
従
事
し
て
い
る
後
三
俊
一
議
会
議
加
了
一
持
率
玄
室
、
大
久
保
武
。
義
一
次
郎
、
塁
。
ガ
ラ
ス
奪
三
決
後
更
に
決
{
疋
さ
れ
る
ア
」
と
に
一

2
2
3は、
iの
2
K一

中
明
者
五
十
ハ
人
を
表
彰
し
た
。
芸
…
駿
明
鮮
魚
謀
部
書
法
太
一
仕
立
鰐
須
藤
美
一
好
、
益
一
切
弘
一
殺
へ
芝

9

漁

前

高

山

川

賞

一

な

る

。

…

一

一

-
4
H
(
間
お
ん
す
一
作
L
f
一

日

ご

j
人
託
委
初
出
r
J
一

可
さ
れ
た
一
万
は
次
の
と
お
り
。
…
郎
、
田
町
本
福
太
郎
一
ム
い
転
車
警
護
ど
津
野
…
次
郎
、
出
土
語
、
府
己
決
一
今
回
実
施
す
る
の
は
、
吉
川
…

f
I
V六
十
一
年
一
バ
十
四
三
一
「
子
続
き
を

i
二

幾
{
後
絞
め
労
者
}
〈
敬
祢
桝
〉
…
〔
概
略
務
校
総
翁
}
一
徳
造
、
暗
荒
川
出
芳
郎
@
電
気
平
一
事
…
一
と
鈴
川
市
山
間
の
区
域
で
、
付
討
中
氏
一
そ
経
過
す
る
ま
で
に
、
丘
人
以
一

7

味

&

金

工

山

田

茂

e

時
iJ
引
終
一
生
廷
で
小
池
忠
久
、
伸
一
l
l
j
j
i
i
t
i
t
i
t
-
i
i
i
t
i
l
l
-
-
一
一

Z
Zせ
ず
妻
名
を
室
内
一

J
の
警
〆
告
を
添
え
て
重
一

mmハ
ト
年
:
ハ
J
j

一
長
一

京
躍
的
森
問
問
機
・
打
続
職

vu
一山幻視
J

3

9

A

P
福

岡

山

肌

真

壁

勝

京

一

一

一

lmと
す
る
。
実
施
は
同
日
和
し
ハ
…
の
請
求
が
で
き
る
。
一

ω均
口
町
諮
系
と
、
連
名
え
一
位
F
1
系一

一

肌

i

重

量

衛

義

内

山

一

言

J
呂

代

露

、

互

欝

競

輪

糊

藍

警

鐘

一

麓

襲

来

一

年

八

月

日

。

慰

霊

は

よ

詳

し

い

こ

と

は

市

計

雲

市

一

の

心

部

芸

品

き

の

U
…

小

林

一

一

一

一

主

要

三

い

ん

甲

山

;

染

物

職

主

惣

正

一

一

約

十

一

ご

0
5
0
2
2…
街
地
整
備
係
(
内
線
四
一
一
心
)
へ
。
一
か
決
ま
っ
た
。
一

織

山

中

茂

子

大

工

磯

U

山

一

。

言

語

?

誌

は

一

3、
李
構
成
総
居
住
…
し
、
吉
区
域
住
尽
き
の
方
一
宅
一
ゎ

JL思
保
守
リ
コ
…
~
三
一
ト
そ
も
一
す
で
に
取
り
引
き
を
し
て
い
る
…

三

本

実

語

弱

震

男

一

色

詰

請

に

講

義

、

久

保

暴

言

整

備

ゐ

す

す

め

て

い

た

一

法

、

京

お

よ

び

霊

警

に

っ

一

J
t
r
も
り
¥
尽

iv認し
-v一
斉
v
~
一
~
匂
コ
Y
ぃ
、
ィ
一
塁
も
、
更
新
の
子
絞
き
が
、
重
一

;
一
一
十
七
民
一
撃
に
長
く
事
し
、
技
能
亘
書
富

L
び

戦

喜

一

量

豊

衛

議

長

沼

一

が

十

一

月

ト

四

日

に

開

か

れ

た

一

い

言

言

。

ん

立

齢

J

六一昨搭ぃ
WYJJ1一h
一
な
の
で
お
忘
れ
な
く
U

J

一

行

わ

れ

だ

一

擦

お

よ

び

後

書

成

長

崎

一

思

議

長

次

重

一

組

、

Z羽
詰

製

吐

露

せ

一

平

採

点

広

三

塁

だ

諮

間

一

こ

安

定

葱

づ

い

て

、

十

一

平

ヂ

都

品

臨

時

札

か

υ

三
FIllM
一

審

問

壁

一

3
2
5
3
5
5
E
三
百
三

E
5
3
2
5
Z
5
2三
一

コ

一

犠

織

泌

物

内

純

端

端

閉

山

別

抗

挺

恥

奴

W
牧
町
川
一
寸
対
象
市
と
物
品
、
印
刷
、
ピ
一

機
澱
鰯
物
協
協
政
協
矧
腕
明
開
訪
山
州
民
民
間

Hun-一
段
噂
岳
山
話
器
部
物
語
yRM
抗日時一

嬢
揚
物
務
総
務
線
復
腕
棚
の
日
目
白
一
一
主
主
一
九

1
i
fふ
一
一
KMHEL

M
宮
川
町
時
打
i
u

一
円
、
仁
和
軒
!
資
源
ご
み

h
山下
h
訂
一
M
M
M
4
ド
一
日
時
三
十
時
月
下
門
前
日
一
虹
ケ
浜
に
建
設
中
の
市
営
住
宅
一
品
川

(γ主
部
分
一

せ

す

る

。

ぜ

ひ

、

暴

力

い

た

費

十

土

収

集

盟

主

主

は

、

十

二

月

二

十

七

日

月

五

日

(

月

)

か
f

平
常
ど
お
い
る
震
に
つ
い
て
は
特
別
室
を
受
け
付
け
る
。
そ
れ
以
外
妥
一
安
て
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
さ
マ
募
集
の
し
お
り
等
配
布
…
午
後
1
時
1
4時
一

き

た

い

。

は

、

ロ

月

初

日

(

火

)

、

年

始

は

、

王

寺

蓄

ど

お

り

収

集

す

り

受

け

付

け

る

。

す

る

。

庭

は

受

け

付

け

を

し

な

い

の

て

一

ヶ

浜

に

雲

中

の

喜

三

(

中

了

富

誇

許

(

月

)
1立
。
土
曜
日
午
前
詩
一
号
ま
で
一

可

燃

ご

み

1
月
4
日

豆

長

時

室

。

る

o
t
宮

、

五

五

日

(

豆

電

話

完

)

六

六

五

議

な

ム

ベ

収

集

日

に

つ

い

て

は

、

ご

注

雪

。

一

層

五

階

幾

重

傷

第

一

警

の

人

一

汀

行

(

水

)

一

長

全

額

1
部
一
一
言
一

AaF

な
埼
玉
音
(
丹
)
か
ら
か
ら
自
口
(
ろ
ま
で
の
問
、
遠
藤
空
襲
警
護
審
配
布
し
て
あ
る
収
集
カ
レ
ン
ぎ
な
お
、
く
み
取
り
草
木
は
、
十
一
居
者
を
時
募
集
す
る
。
一
9

場

所

建

築

謀

、

市

民

相

談

す

場

所

用

裏

一

年
来
年
始
の
収
集
に
つ
い
て
平
常
ど
お
り
収
集
す
7

祭
、
一
月
月
曜
日
と
土
曜
日
に
t
語
す
る
地
場
主
く
確
認
し
て
、
ゴ
ミ
を
出
し
一
月
一
一
十
一
日
(
さ
か
ら
一
三
マ
募
集
住
宅
市
営
虹
ケ
浜
住
宅
一
笥
駅
ピ
ル
連
絡
所
一
な
お
、
受
け
付
け
言
、
加
に
一

2τ、
十

五

日

(

祭

)

の

収

集

は

し

な

い

c
E限
り
収
集
し
、
そ
の
他
の
地
年
末
は
、
十
二
月
一
一
一
十
日
き
て
い
た
だ
き
た
い

0

2

5

ま

で

は

休

み

と

な

る

。

干

申

し

込

み

議

議

主

主

マ

申

し

込

み

一

票

す

る

。

一

平

雪

未

収

集

地

区

年

末

は

、

可

燃

不

通

ご

み

言

語

F

U

な

い

。

手

ま

で

受

け

付

け

る

。

年

始

は

圃

問

い

合

わ

せ

市

環

境

衛

生

業

マ

受

け

付

け

↓

一

7
2一
328以
前
か
ら
市
内
に
位
民
一
@
期
間
背
官

E
i
u
一

主

義

援

一

符
職
員
日
(
月
)
ま
で
。
年

F

総

持

ご

み

一

月

音

(

月

)

か

A
平
常
ど
お
務
謀
議
五
一
一
一

O

)

(

月

)

か

ら

十

日

(

土

)

ま

で

一

登

録

の

う

~

ご

引

き

続

き

一

居

住

し

一

号

日

(

ホ

)

…

マ

用

紙

の

要

一

引

1
月

皇

室

か

ら

。

Zパ
十

一

日

一

一

十

七

日

り

受

け

付

け

る

。

し

尿

収

集

に

、

市

環

境

衛

生

管

理

謀

(

窓

口

一

て

い

る

こ

と

実

空

著

者

・

場

所

市

整

富

山

1

ル

で

期

間

1
月
百
(
金

1
2
一

明
@
金
収
集
地
区
年
末
は
、

(4
ま
v

平

常

と

お

り

収

集

す

申

し

込

み

制

の

臨

時

ご

み

は

、

・

議

活

(

訪

)

八

郎

六

六

日

比

番

)

一

を

含

む

)

ま

た

は

親

子

を

主

体

と

一

マ

優

先

一

人

民

間

住

宅

一

月

刊

臼

(

火

)

一

能
丹
羽
門
口
(
火
)
ま
で
。
年
始
る
。
年
始
は
、
一
月
五
日
(
月
)
勾
末
は
、
十
二
月
二
十
七
日
(
土
)
心
粗
大
ご
み
緩
砕
処
緩
場
年
末
は
、
ト
一
一
月
一
一
一
十
日
(
火
)
マ
持
参
す
る
も
の
印
鑑
、
手
数
一
し
た
家
族
で
あ
る
こ
と
③
羽
に
一
今
沼
の
募
集
に
は
、
健
先
入
居
ア
平
日
午
前
9
時

i
u狩
お
分
一

A
g
h火
)
か
ら
。
か
ら
平
常
ど
お
り
収
集
を
始
め
ま
で
収
集
し
、
年
始
は
、
万
五
年
言
、
業
務
理
十
二
月
二
ま
で
喜
ど
お
り
収
集
す
る
。
年
料
一
二
戸
市
長
く
み
取
り
一
住
吉
思
っ
て
い
る
こ
と
が
紛
ら
一
星
宅
が
あ
る
。
対
象
は
、
第
一
一
午
後

1
?品
一

@
4
4
収
集
地
雲
年
末
は
、
る
。
け
(
月
)
か
ら
中
常
収
集
を
始
め
十
九
日
(
丹
)
正
午
、
一
般
は
一
一
一
始
は
、
一
月
五
日
(
月
)
か
ら
収
縫
認
カ
ー
ド
へ
と
ン
ク
色
)
一
か
な
こ
と
③
収
入
が
基
準
以
内
一
抽
出
の
入
居
資
格
が
あ
る
母
子
ふ
(
一
・
土
曜
日
午
前
日
時
お
分
ま
で
一

色

(

冬

季

。

年

始

し

た

が

っ

丈

十

二

月

二

十

八

る

。

十

臼

(

火

)

正

午

2
5詩
集

を

始

め

る

。

霊

祭

サ

数

料

υ納
入

を

一

で

f
i
⑤
住
民
税
等
の
滞
一

f

心
昌
也
管
一
日
告
の
毒
帯
。
詳
一
マ
要
議
1
部
間
百
円
一

1
月
4
日
(
臼
)
か
ら
O

B

(
包
)
か
ら
一
月
間
三
日
)
ご
み
の
苦
h
d
込

み

叶

。

芸

は

月

五

日

(

月

一

臨

待

く

み

取

り

一

納

長

し

こ

と

一

し

く

は

首

長

司

し

お

り

を

克

て

一

マ

場

所

建

設

護

課

一

水

・

金

紋

集

地

区

年

末

ま

で

収

集

し

な

い

の

で

ご

協

力

カ

ら

ヰ

常

ど

お

り

受

け

付

け

る

・

問

い

合

わ

せ

市

環

境

衛

生

管

一

マ

収

入

基

準

「

募

集

の

し

お

一

い

た

だ

き

六

し

一

な

お

、

宝

ピ

付

け

汚

は

、

別

に

一

花

月

初

日

(

豆

、

官

を

。

主

蓮

境

衛

生

セ

ン

タ

i

-

霊

安

)

四

五

五

七

各

家

庭

の

く

み

取

り

は

、

一

一

十

理

課

(

内

線

二

回

二

)

一

り

」

章

て

い

た

だ

き

た

い

。

亨

問

い

合

わ

菜

率

譲

住

一

望

す

る

。

一

警護去を玉害警

王子語孝子ちの言語家
略

平塚詩宝章再級議室主奪事者をやgむに

く〉緩慢 ヲ

く〉粂主義 ひらつか帯主意プラザ2

場内容必鳥海青氏心議接

油彩の色書長，]、 3J' 

②講演会 鳥海青児者語る

講師長術評論家出穣氏

担き 11118日ヨ)干f圭 1 子

30夕子

会場 市民七:ンタ一会議空

手目当 市商工諜観光保

議役喜基金感謝のつどい

とき 2月10(1ミ〉
午後1時刻分罪悪演

ところ 市民センターホール

泌演者ペギー葉山、丸山洛務

。申し込み 入場鐙理#を 1月10おから市民相
談室、市民センタ一、駅前市民窓口センター、

市立公民館で配布。

担当福祉総務課 シベリア線路の霊雪
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おにいちゃん、ぼくも手伝うよ

事召和6守年守 21幸守 5臼

みんなの選絡はみんなできれいに

、、ο 

ごみの資理化フェアとまちぐるみ大清捕

十
一
月
三
十
臼
(
日
)
、
全
市
の
商
会
場
で
、
「
ご
み
の
資
源
化

一
斉
に
ま
ち
ぐ
る
み
大
清
掃
が
行
フ
ェ
ア
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

わ

れ

ま

し

た

。

催

し

物

コ

!

ナ

1
セ
は
、
あ
き

当
日
は
、
撃
さ
に
も
め
げ
ず
多
缶
み
こ
し
も
登
場
し
、
ご
み
処
理

く
の
人
た
ち
が
、
ほ

~3dな
ど
を
の
パ
ネ
ル
展
、
吉
本
販
売
、
収
集

片
手
に
、
道
娠
、
広
場
、
公
題
等
事
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け

の
公
共
の
場
初
セ
湾
拘

υ、
枯
れ
葉
ら
れ
、
な
か
で
も
ご
み
の
中
か
ら

な
ど
玄
円
れ
て
い
た
場
所
が
み
る
こ
ん
な
も
の
展
で
は
、
新
品
向
様

み
る
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
の
家
具
な
ど
に
見
学
者
は
ど
ッ
ク

ま
た
、
十
二
月
五
臼
(
金
)
か
リ
、
申
し
込
み
が
殺
到
す
る
ほ
ど

ら
は
、
中
央
公
民
館
、
浅
間
緑
地
で
し
た
。

j

a

a

s
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議題場

ごみの中から健康著書集がいつも渡る誹滋橋も大楠除

ごみの中の台本も人のために

よ 雨戸両7…i
l 

~I高催し物
IJJJ¥ ①みんなで考えよう資源化パネル展

化 22ぷよ:し
④古本・占衣類コーナー

⑤ポスター樟語展

⑤廃棄物の資源化パネル演

⑦あき街買い上げコーナー

⑧収集車展治コーナー

@分割ステーションコーナー

3 最終処分場の仕組み { 

j 清掃工場と般日唯島理場の土紐み { 

i @資源問j実横展 f 
j ごみなんでも抱談コーナー { 

実
業
団
駅
伝
大

会
の
出
場
募
集

z
レホタンセ畏市ろ

は
こ

に

と

町

山

曲

)

善
之
一
寸
哨

詞

ク

ア

他

ば

ッ

ピ

時

間
凡
ベ
子
、
口
同

〉
F

一
理
ク
作

に

ュ

真

一

調

拘

リ

江

リ

短

ぶ

フ

綴

グ

イ

ター及び、市内レコード・楽器活、書l苫で

取り扱う。

問い合わせ 市民センタ一議話 32--2235

き
簿
町
一
回

と
指
ピ
噛

友好都市訪問市民ツアー

0~苦稜・ 2J寺 20臼(金) 7時平揮発一高山着
民倍村見学一宿舎着

• 2l'l21羽(土)市内見学(屋台会館、 i量
り寝屋、高山陣展、朝市、古い町並)

昼食は自己負担

• 2月22日(回〉市内昆学平揮着19時

@事事嬢 40λ(先着順)費渇28，000円

・問い合わせ 市民部地域づくり課内韓263
・申し込み伊豆箱根トラベルKK

駅ピJレ3階護軍話21-6058



一
全
と
防
犯
の
推
進
が
六
十
四
件
一
た
青
少
年
の
祭
主
育
成
は
、
ぃ
。
一
年
金
を
受
け
て
い
受
刀
が
死
亡
一
要
警
官
官
記
入
の
う
え
牢
託
料
一
の
受
け
付
け
を
始
め
る
。

一
(
喜
一
軒
)
で
、
過
半
数
を
占
め
一
て
を
7
!
?
に
ま
ち
づ
ノ
マ
問
い
合
わ
せ
市
児
童
謀
保
育
子
主
主
主
け
る
権
利
は
一
を
添
え
て
、
昭
和
的
年

1
5豆
一
元
日
一
に
配
達
が
間
に
合
う
よ
う

?
③
ふ
れ
あ
い
裏
の
振
興
、
一
て
い
る
。
次
い
で
一
健
康
の
増
進
と
一
民
の
つ
ど
い
」
高
ど
係
(
喜
一
一
回
、
三
五
)
へ
。
一
議
す
る
こ
と
に
な
る
。
遺
族
企
(
金
)
ま
で
に
市
内
暴
露
一
に
、
な
る
べ
く
十
二
月
二
十
日
ま

初
人
f
L

環
境
の
整
備
充
実
二
十
一
件
一
医
療
完
宗
十
七
件
、
障
事
玉
、
土
佐
減
少
し
て
い
る
。
一
一
室
長
、
受
給
権
者
が
死
亡
し
て
見
聖
書
館
内
体
育
課
圃
一
で
に
お
出
し
い
た
だ
き
た
い
0

4叫
と

な

っ

て

い

る

。

一

福

祉

の

十

六

件

と

続

い

て

い

る

。

一

望

号

一

年

金

の

現

況

届

一

苦

か

ら

十

四

日

以

内

に

「

受

給

一

市

民

主

i
選
手
奏
会
係
へ
。
一
ま
た
、
私
製
は
が
き
や
封
書

日
こ
れ
を
、
総
合
開
発
叫
誌
の
五
一
[
教
育
荘
重
}
一
都
市
環
境
同
教
育
文
化
と
同
一
を
忘
れ
ず
に
一
権
者
死
亡
届
」
を
保
検
年
金
諜
一
一
使
用
す
る
方
は
、
表
面
に
「
年

企
霊
広
報
課
で
は
市
民
の
一
本
の
柱
に
分
け
る
と
:
一
四
控
室
岡
山
文
化
環
境
で
七
一
数
で
七
十
五
件
。
護
施
設
の
整
一
一
(
厚
生
年
金
量
筆
者
が
死
亡
一
市
民
ス
キ

i
一
糞
」
毒
く
こ
と
も
、
お
忘
れ
な

皆
さ
ん
か
ら
奪
ら
れ
た
紹
和
三

[1Z

一
十
五
件
{
き
と
な
っ
て
い
る
。
一
票
一
一
千
一
一
件
(
自
己
宣
言
受
け
て
い
需
が
引
き
王
宮
、
平
塚
社
会
保
険
事
一
講
習
会
で
す
一
く
。

十
年
度
中
の
査
や
章
、
陳
情
一
一

3
2
E
寄
せ
ら
れ
た
の
が
生
一
多
い
の
は
、
公
民
害
対
す
る
一
ぃ
。
以
下
、
毒
機
能
の
護
軍
一
続
い
て
年
金
を
受
け
て
い
く
た
め
一
務
所
)
に
届
け
出
て
ほ
し
い
。
こ
一
一

t
i
!

な
ど
を
「
市
民
の
声
」
と
し
て
ま
一
活
環
境
主
一
百
二
十
件
、
と
全
体
要
望
十
九
角
次
い
で
ス
ポ
!
一
一
一
件
、
河
川
・
海
岸
の
護
主
に
は
、
毎
年
雨
量
屈
を
提
出
一
の
届
け
出
号
、
受
筆
者
の
年
一
第
三
十
五
翌
塚
市
民
ス
キ
ー
一
幹
輔
覇
ヤ
込
町

と
め
た
。
一
の
一
一
一
七
引
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
一
ツ
の
振
興
と
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
一
と
な
っ
て
い
る

o

E

E
に
な
っ
て
い
る

o
一
金
ニ
語
(
年
金
証
書
添
え
る
こ
一
雪
示
、
今
年
度
も
平
塚
三
一
輯
離
間
闘
志

こ
れ
は
、
市
長
へ
の
手
紙
、
広
一
中
で
自
立
つ
の
は
、
語
道
路
に
一

j
i
l
i
l
i
-
-
i
1
1
1
1
1
1
1
i
l

一
こ
の
現
況
屈
の
提
出
納
官
、
一
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
そ
の
主

l
協
会
の
協
力
で
一
向
か
れ
る
。
三
便
也
聾
恋
?
/

終
パ
ト
ロ
ー
ル
、
操
協
同
-
投
書
な
一
関
す
る
も
の
で
吉
一
一
…
十
一
一
一
件
、
次
一
一
年
金
を
受
け
て
い
る
方
の
誕
生
一
白
書
)
と
、
死
亡
者
の
住
民
票
の
長
茄
を
。
一

ど
広
撃
段
に
よ
っ
て
寄
せ
ら
と
い
で
詰
緑
地
の
整
備
が
五
十
四
一
健
審
盤
的
出
申
し
込
み
一
月
の
至
と
な
っ
て
い
る
。
用
言
を
添
付

Z
こ
と
に
な
る

o
E日
2
易
自
(
金
て
ぬ
一
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち

た

も

の

で

、

善

一

↓

一

十

四

通

八

百

一

然

環

境

美

化

の

推

進

空

喜

一

一

器

提

出

雲

の

約

一

か

月

前

一

な

お

、

こ

の

届

け

出

の

提

出

が

一

日

(

月

)3?日
(
車
中
1
治
)
一
年
末
・
年
昔
、
帰
省
客
室

五
十
八
件
あ
っ
た
。
重
度
と
主
と
続
い
て
い
る
。
一
重
事
務
所
で
は
、
昭
和
六
十
一
マ
申
し
込
み
で
き
る
方
一
に
、
社
会
保
険
庁
か
ら
直
接
本
人
一
遅
れ
る
と
、
死
亡
後
に
支
払
わ
れ
一
マ
会
場
章
一
章
ス
キ
1
場
子
列
車
が
大
変
混
雑
し
、
室
の

較
す
る
と
五
十
一
一
週
八
十
七
件
一
選
護
済
重
一
二
年
四
月
か
ら
一
保
育
園
に
入
閣
を
一
子
供
の
保
育
に
あ
た
る
方
選
一
あ
て
に
送
付
さ
れ
る
の
て
用
紙
百
年
金
を
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
一
マ
宿
舎
リ
ゾ
ー
ト
イ
ン
菅
平
ス
一
塁
席
撃
を
求
め
ら
れ
な
い
方

の
減
と
な
っ
て
い
る
。
一
二
位
は
、
産
業
経
済
環
境
の
三
希
望
さ
れ
る
方
の
受
け
付
け
交
付
一
気
や
働
い
て
い
る
た
め
、
昼
間
扇
一
が
附
届
い
た
ら
必
婆
事
事
官
記
入
押
一
く
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
受
給
一
イ
ス
ホ
テ
ル
一
が
多
く
な
る
。

件
数
の
多
い
も
の
を
あ
げ
る
と
一
百
四
十
互
い
で
全
保
金
五
れ
を
一
ぅ
。
た
だ
し
、
吉
沢
蟹
再
菌
、
明
一
倒
を
見
ら
れ
な
い
拍
車
庵
一
印
の
う
べ
活
民
諜
で
住
民
事
本
一
権
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
す
み
一
マ
会
費
二
万
八
千
円
一
こ
の
た
め
、
旅
行
セ
ン
タ
ー
で

①
特
色
あ
る
都
市
農
業
の
振
興
一
皇
、
前
年
よ
り
大
き
く
増
加
し
一
番
重
留
の
二
箇
で
は
、
一
一
票
一
マ
申
込
用
紙
の
配
布
一
ム
日
空
z要
さ
れ
て
い
る
証
明
を
…
や
か
に
届
け
出
を
し
て
ほ
し
い
。
干
募
集
人
員
削
人
宣
告
一
は
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
を
電
話
で
も

否
九
十
三
件
一
て
い
る
。
こ
の
中
で
自
立
つ
の
一
満
の
乳
児
の
入
園
は
で
き
な
い
の
一
・
綴
樋
口
月
お
臼
(
木
)
1竺
受
け
、
提
出
し
て
ほ
し
い
。
一
詳
し
い
こ
と
は
、
市
保
険
年
金
一
り
次
第
締
め
切
り
)
一
受
け
付
け
て
い
る
。

②
生
活
露
の
襲
害
一
土
一
一
一
は
、
特
色
あ
る
都
市
農
業
の
振
興
一
で
ご
7
費
一
月
初
日
(
土
)
一
た
だ
し
、
年
金
の
慈
雲
章
一
課
年
金
孫
(
内
線
二
五
二
)
へ
。
一
マ
護
資
格
需
産
、
在
勤
、
一

ο襲
撃
で
初
詣

件

一

で

百

九

十

一

一

一

件

で

七

九

ぎ

大

部

一

I
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
j
i
l
l
l
i
l
i
-
-
j
i
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
i

一
在
笠
号
、
書
歳
以
上
の
男
女
…
中
期
日

1
月
管
(
土
)

円

悶

綴

欝

鐙

一

F

L

i

L

一
安
い
う
。
一
①
一
昭
和
白
年
中
に
地
県
議
等
一
マ
申
し
込
み
所
定
の
舟
紙
に
必
一
マ
場
所
成
問
山

童

特

7d計額
喜

一

鵠

相

却

費

麓

窮

理

由

脅

一

マ

申

書

必

嬰

と

す

る

土

地

…

に

よ

り

、

市

街

菱

重

地

に

な

一

皇

室

入

の

う

え

ム

EVA-費六
千
一
百
二
十
円

問

団

約

山

1

雪

Z
L

一

一

①

一

昭

和

白

年

1

7
日
か
ら
位
一
っ
た
農
地
⑦
認
定
量
の
所
有
一
添
え
て
市
内
最
Z

1

一
問
い
合
わ
せ
ば
、
国
鉄
平
塚
釈

明

時

駒

山

欝

欝

盤

錦

土

市

内

に

事

務

所

(

君

、

工

場

、

一

問

い

合

わ

せ

ば

、

市

資

産

装

工

1
月
1
日
ま
で
に
、
農
地
山
一
者
が
死
亡
し
、
そ
の
罪
人
が
引
冨
ム
保
育
館
内
体
裏
書
一
葬
セ
、
J

タ
l
(
ラ
ス
カ
1
婚

な
町
ー
引
館
協
長
一
営
業
所
等
)
を
き
軍
資
産
の
一
家
庭
係
(
内
線
二
八
回
)
へ
。
一
撃
を
転
用
し
、
ま
た
は
住
宅
用
一
き
続
き
長
期
円
高
豊
富
と
し
一
千
コ
一

0
5へ
。
一
篭
謡
お
二
六
一
一
一
O)
へ。

開
昂

Q

崎

-L引
む

一

一

一

一

一

一

側

駒

山

露

関

臨

盤

産

幾

経

済

一

時

五

日

間

一

道

路

用

地

は

義

税

一

訪

日

刊

諮

問

目

的

一

円

十

日

間

希

望

す

喜

一

マ

受

付

開

始

者

百

(

火

)

苛

づ

i
i叫

耐

震

2
i
i
i
J軒
彰
一
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
一
公
衆
用
露
と
し
て
、
土
地
の
一
間
に
、
住
宅
用
地
か
主
住
宅
清
一
①
一
回
の
農
地
面
積
が
九
百
九
一
婦
人
体
力
づ
く
高
台
強
蜘
一

献

gv墾
教

宵

文

化

一

重

量

は

一

月

末

と

な

っ

て

て

部

が

書

さ

れ

て

い

る

所

有

者

一

地

と

な

っ

た

も

の

一

;

以

幸

喜

合

②

一

り

教

室

を

開

く

一

一

と

き

伺

十

川
畿
鑓
鑑
繍
霊
祉
社
芸

ι
余と一山叫詩誌寸玲誌刊刊一一諸弓吋

υ討れ百官
2

幻紅主Iι転門封討弓諸1諸持持悶弓げ訪持誌吋口日弓日詩持F
悶持計九ドt
毛
十
工4一ゴJ時町
時
持
開
戸
八
守1産量
襲
警
土
喜1
器

1一町軒計詰問軒軒杭料M
川

叫
捻
際
霞
際
露
協
欝
盤
一
い
た
だ
き
た
い
な
お
宍
、
申
北
告
宮
口
お
の
一
け
て
い
た
だ
き
た
い
。
届
け
出
の
一
一
で
あ
る
場
受
ム
口
一
グ
を
主
体
と
し
た
第
問
伺
悶
回
婦
人
体
体
一
詰
一
芯
町
灘
廊

m汚
片
即
器
萌
山
潤
一

畿

臨

覇

欝

購

欝

彊

闘

動

動

一

!

?

が

な

い

場

一

あ

っ

主

地

に

つ

い

て

調

査

の

う

一

ミ

ニ

保

有

税

一

v
i
-
-一
カ

づ

く

り

撃

を

お

宮

内

向

臨

む

一

1
4襲
襲
警
灘
線
譜
生
活
一
合
も
そ
の
旨
申
告
究
一
え
委
員
に
供
す
る
道
路
と
一
昭
和
五
十
九
年
一
月
二
日
か
ら
一
問
い
合
わ
せ
は
、
言
葉
一
マ
富

15(火)
か
ら
お
薄
皮
平
日

N

小
市
一

1
-
1明。一

V
-
2
-ての
要
件
が
あ
る
土
地
に
限
百
六
事
長
吉
季
語

ι係丙
轡

尺

八

三

0
1初
日

王

寺

2
・

4
f
:一

一
土
地
、
家
屋
を
除
く
事
業
用
有
一
り
、
届
け
出
の
翌
年
度
か
ら
一
非
諌
一
関
に
、
市
街
化
広
域
内
に
お
い
て
一
一
曜
日
の
幻
自
由
間
一
向
悶

V

1

1

1

1

1

1

1

1

一

言

で

、

五

露

呈

税

iい
と

な

る

。

一

書

し

た

土

地

号

、

向

こ

う

一

霊

祭

襲

撃

一

3
1
2富
一

一

日

i
l一

、

a
Z
A
-
-
B企
板
、

J
E
-
a
a
-
-

一
の
水
襲
語
、
下
水
道
処
理
区
一
所
得
品
説
上
、
損
金
ま
た
は
必
要
一
問
い
合
わ
せ
は
、
市
資
産
税
議
一
十
年
間
特
別
土
地
保
↑
誌
が
課
せ
一
ム
え
は
、
市
県
民
税
第
四
期
の
て
第
1
コ
!
ス
午
前
9
詰
分
一

F
i
j
i
-
H
I
s
t〕

公
共
下
水
道
の
整
鱗
一
域
に
な
る
と
不
必
要
に
な
る
の
一
経
費
と
し
毒
さ
れ
る
も
の
言
葉
(
内
線
二
八
八
)
へ
。
一
長
る
。
た
だ
し
、
建
物
、
施
設
一
語
で
あ
る
。
議
官
、
年
末
一

1
5分
室

夏

一

:
2
-
f
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1月11臼(臼)雨天決行

午前 7時50分間会、 8時30分出発

コース 第 1区市役所一消防警神田出張所 6.7加

第 2区神田出張所 望豊田新幹線手前 4.4同

第 3区豊田新幹聴手前 真由入口 5.3加

第 4区真田入口 吉沢小学校 6.2km 

第 5区吉沢小学校一山域中学校 5.7km 

担当 教育委員会体育篠 宮霊昔話31-30印

とき

。見紛合体育館(電話31…3057)
※政暢ヱ事のため、 3月31悶さまで体輯

。金沼地区体育重量(電話31-2136)
・開肱櫨践 パレ ( 9時-13時)、パドミ

ントン、卓球(日時-16時)、バスケット
(16時-20時)

・12月15昌(月)午前9時~午種8時
ー 1fi19日(月) ;，ノ

被 2月分の申し込みは 1月 7日 9時から

関E短iこ利用できます
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(25分〉、日本の藁術工芸 (28ノ打、機朽

(25升)、お父さんの宝島 (41夕刊、ぼく
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んは町村、大空へはばたげは0分)、ご十四

の髄 (71タデ〉、車い靴〔日分〉、クリスマスの

贈り物(日分)

会開轄時間

fD年 1 } j 7 [-J水) 17吋J()汁 -19日子

会場科学教会足 L

合体験学芸雪@象主主主事5主要蓄を作ろう
'i'のMえるJJf"Jや、川会'1を調へωと
約!な子見躍を作り、寺山入て幻然;ザ{叱って

みる。
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1 、 ノ久

;'j博物竣宮 キ254内問町喧品日

会こども耳東富整会(児童量遅刻)

。汁月11日(呂 10持、 14時 3賠ホノレ

!こむざいろのだ使l カコ 分

にえ三 I心Jところに挺るノグ{jと径

心理 ζ闘し物。

合理発 立寄
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奉端的気在ハンカ子 'jJつ… 凶S-j}
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u 告打っている。よ科附を。

合付象 ;1内:JJYf公室号、f1治会、 列共?等

手rHlJ刀法 ;月体惨結プ cに必巻善事項を丙己
人し、べ主子守の印を却して提出していただ

きたいη[ij体不IJf円券をイ?する。

代zが5怒zとWj信号 央[岳 ノ Jレu 島Q

i円 3 博司、問ししは 7r 1 以内。映写機

，以内、すレ出し

は 5fjiス!札

子f毅最善フィルム綴ブ子

お H 寄りのための fーサージ健説法(2日付、

わがλG討しみち〈苅分)、どうしてとびだした

ー官出室事考室 9 時~16時間分

こども主火~土曜日

日現雀日
ヴ令部欝司 毎週月曜日、 12月 28 日 ~l 月 5H

1 fJl5日、 11ゑ長
、1凶襲安富 子2S4i':部耳慣電話31--0415

すi窃絵教室霊
初心者のために、油絵を蓬基礎から学ぶ。

@円相 1 n25F-]------3月四日〔毎月第 Z木曜

flを除く毎i埋木昭口)

時間同時30分~21時

対宅投 資年 15人(申込各J)

，"体捜局 毎週月曜日、 12月 28 日 ~1 月 5 日

1 f]16日

百三f膏少年書館

守254浅間宮丁目謹言活32-7029

内川川川川川川山川いいい川川…山川



最

時

一

1

日

書

一

満

~

持

一

ら

時

を

一

か

叩

呉

一

月

前

周

一

か

午

記

一

8

親

所

筆

一

巳
母
日
曜
と
一
六
十
一
年
間
山
月
以
降
に
一
度
も
一
宅
に
屋
京
し
で
あ
る
。

中

の

拙

保

帳

一

一

汚
児
月
劇
手
一
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
を
対
象
一
円
〉
締
め
切
り

1
月
出
品
臼
(
七
)

ー一一

2

平
綿
一
に
、
が
ん
集
一
回
検
挙
存
ぅ
。
一
な
お
、
先
着
目
胴
の
た
め
、
今
回

象
な
時
場
予
一
マ
対
象
・
料
金
一
も
れ
た
方
は
、
四
月
の
検
診
で
受

町
立
里
会
が
ん
検
診
却
歳
以
上
の
一
男
一
診
し
て
い
た
だ
く
。

一
女
(
五
百
円
)
一
※
日
程
に
つ
い
て
は
、
検
診
日
の
一

l
ジ
郷
、
指
圧
姉
、
は
り
・
き
ゅ

間

市

活

性

性

班

活

性

性

出

生

一

a

子
宮
伊
ん
集
包
検
診

ω歳
以
一
一
週
間
前
に
個
人
通
知
す
る
。
尚
一
う
師
等
。
理
戸
建
美
空
ク
リ
i

一
戸
二
一
}
」
に
L

二一ご一仁
ι

7

一

二

一

口

以

一

一

一

筆
世
間
却
制
加
加
山
閉
山
部
一
上
の
婦
人
(
問
問
頁
同
)
…
い
合
わ
せ
は
、
市
健
康
諜
(
内
線
一
ニ
ン
グ
業
等
の
方
。

事

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

一

E

乳
が
ん
検
診
お
歳
以
上
の
婦
一
一
一
五
九
)
へ
。
一

7
5程
裂
の
と
お
り
。

プ

一

時

五

山

中

市

山

山

手

配

六

日

間

ド

ン

タ

1

一
結
核
瞳
康
診
査
一
炉
問
時
計
持

J41

一
一
位
一
一
一
酌
豪
国
排
出
初
畔
伴
伴
岬
昨
砕
す
実
施
時
制
崩

2
月
昔
、

2
月

一

サ

i
ピ

ス

業

の

方

一

O
)

サ

ヨ

i

!

6

J

6

6

6

5

5

5

一
r

-

4

五

即

時

間

目

立

明

日

開

問

如

何

回

畑

一

町

村

し

込

み

官

製

は

が

き

か

指

一

る

詐

詰

片

付

豆

一

鍛

襲

撃

翠
即
時
油
掛
け
は
川
市
晴
明
日
間
珠
山
間
川
一
定
申
し
込
み
警
で
一
健
康
課
へ
。
一
に
、
豪
外
健
康
診
査
書
う
。
一
自
分
の
健
康
状
轡
富
分
で
管

錨

摺

盟

申

E
-
-
-
f
-
-
-
E
・
・
・

7
宮
裂
は
が
き
の
場
合
は
、
希
望
次
の
職
業
の
方
は
、
市
や
職
場
一
理
し
て
も
ら
う
た
め
、
凶
土
歳
以

!
…
す
る
検
診
名
、
住
所
、
氏
名
、
一
の
定
期
健
康
診
断
を
受
け
て
い
て
一
上
の
方
を
対
象
に
、
然
科
の
一
般

間
一
年
齢
、
霊
警
を
記
入
の
う
一
も
、
学
受
診
す
る
こ
と
。
一
健
康
診
査
を
宮
議
し
て
い
る
。

四
一
ぇ
、
一
γ
別
平
塚
市
浅
間
町
9
1
一
な
お
、
最
近
三
か
月
以
内
に
、
一
か
か
り
つ
け
の
病
院
・
医
院

一
叶
一

1

平
塚
市
役
務
鍵
康
諜
健
康
一
胸
部
の
X
線
検
査
を
受
け
た
方
一
(
市
民
病
院
は
除
く
)
に
ご
相
談
一
療
所
へ
直
接
来
所
さ
れ
る
か
、
震
一

ト

弘

一

づ

く

り

係

一

令

官

、

受

診

す

る

必

要

は

な

い

。

一

の

~

ヨ

ヘ

毎

年

、

自

分

の

整

斉

一

話

で

愛

妻

。

一

日
企
・
指
定
出
申
し
込
み
童
聞
は
、
市
役
所
、
一
マ
対
象
旅
館
、
飲
食
感
、
遊
技
一
に
必
ず
健
康
診
査
を
受
け
る
よ
う
一
マ
所
在
平
塚
市
中
室
M

U

一

二

一

室

長

公

義

釈

ヒ

ル

サ

l
高

等

で

一

働

い

て

い

る

方

。

建

一

に

し

よ

う

。

一

(

春

日

野

中

学

校

北

側

)

一

昨
唯
一
ピ
ス
セ
ン
タ
ー
、
健
康
普
及
員
一
助
産
婦
、
歯
科
衛
生
土
、
マ
ツ
サ
一
受
診
の
際
は
、
保
険
説
を
持
参
…
マ
篭
謡
お
ー

lu一
一
一
一
一

6

佐

一

す

る

。

ま

た

、

健

康

子

様

を

お

持

一

マ

受

付

時

間

一

象

れ

一

一

一

対

ま

時

一

ち

の

方

は

、

震

手

帳

も

お

去

一

ふ

γ部

品

ω分
1
詩
お
分
一

S
T
マ
i
ク

鱒

叶

一

な

く

。

一

・

午

後

1
時
初
分
1
4時
ぬ
分
一
こ
の
マ
i
ク
は
、
通
産
府
宗
指

時
一
な
お
、
十
月
に
は
、
一
千
一
一
一

5
7夜
間
午
後
7
時
1
m持
お
分
一
導
し
て
定
め
た
安
全
議
定
、
合

1
一
二
十
七
人
の
方
が
受
診
し
て
、
自
一
昼
間
の
診
療
科
目
は
、
小
児
一
格
し
た
抗
日
両
に
つ
い
て
い
る
。

問
一
分
の
健
康
を
確
か
め
て
い
る
。
一
科
、
肉
料
、
外
科
、
震
で
、

E

S

T

マ
ー
ク
議
君
子
供
の

叶
問
い
合
わ
せ
は
、
市
健
康
竺
話
、
線
科
書
医
師
議
会
一
安
全
事
る
た
め
に
、
事
故
が
発

附
(
内
線
二
五
九
)
へ
。
一
る
。
至
高
は
、
小
児
科
一
生
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
注
意
深

剛

一

内

科

、

外

科

を

行

う

。

一

く

作

ら

れ

て

い

る

。

こ

の

マ

1
ク

ー

な

お

、

診

断

を

受

け

る

場

合

に

一

が

付

い

た

お

も

ち

ゃ

で

事

故

が

起

怖
は
、
健
涙
保
抽
出
誌
や
セ
忘
れ
ず
に
。
一
き
た
と
き
は
、
損
害
賠
償
さ
れ
る
。

健保塚平※
 

新しくお父さん、お母さんになる

方のために、間輯教室を開く。ご

夫婦おそろいで、ぜひご参加を。

盟対韓旺掘8か月以陣の荻野掃と

夫

輔臼時 12月20日午前9時30分~

日時30分

盟会場 揮喰奪センター (34一一0311)

盟内容映画「生命創造」、実智

「持ちゃんのお風呂の入れ方」

盟申し込み電話で保鵠センタ へ

出
申
し
込
み
は

日
ま
で

〈ア〉

へず24

か月末構む幼児。原則として開業医

病院で空ける。主治践とご相談を。

61~手渡は、第三期のみ接語。保険

証と母子韓麗手帳を持参するこ

と。

・料金無料

{蝿g草奏瞳]対象は 2麓 (24か月)
~4 茸まで白幼児。

盟第 1期日間) 接撞問調は 2[弓

3 田とも 3 週間~8週間

醐第 2期日目) 第 1期の 3回目

が終わってから l年以上 1年 6か

月以内に畳ける。なるべく 4競ま

でに終了するように。

12月17日 横内公民館、旭北公民館

※豊田公民館

12月188 1Eホ公民館、福祉会館、

四之宮公民舘

12月19日 保憧セン夕 、淡中東農

協土沢支所

保鐙センター銭感穏談

。毎溜月穣釘~金曜臼

(午前中)

く〉成人構相談

電話34-0311

神
経
芽
細
飽
騒

神
経
一
芽
総
腕
臆
は
、
赤
ち

ゃ
ん
に
多
い
公
児
が
ん
の
ひ

と
つ
で
、
尿
を
謁
ベ
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
病
し
気
の
検
査
は
、
一
4

一

か
月
児
健
診
の
と
き
に
が
ん

の
特
徴
や
検
査
方
法
を
説
明

し
、
検
査
用
紙
の
ろ
紙
を
配

っ
て
い
る
。
赤
ち
ゃ
ん
が
生

後
六
3
八
か
月
に
な
っ
た
と

年
末
年
始
の
休

白
診
療
所
案
内

年
末
・
年
始
に
は
、
殆
ん
ど
の

民
療
機
関
が
休
み
と
な
る
。

に
な
っ
た
と
き
は
、

き
、
ろ
紙
に
尿
を
し
み
こ
ま

せ
、
直
笠
v
品
衛
生
務
究
所
に
郵

送
し
て
い
た
だ
く
。
郵
送

雨
明
後
、
二
週
間
た
っ
て
も
通
知

が
な
け
れ
ば
心
記
な
い
。

尿
検
査
の
擦
の
注
憲
と
し

て
、
赤
ち
ゃ
ん
に
バ
ニ
ラ
エ

ッ
セ
ン
ス
を
多
く
含
む
離
乳

食
(
バ
ナ
ナ
'
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
・
ジ
ュ
ー
ス
等
)
を
与

え
る
と
、
尿
に
陽
性
反
応
が

で
る
の
で
、
二
日
前
か
ら
の

食
事
に
気
を
つ
け
る
必
要
が

あ
る
。柴
内
で
ご
れ
ま
で
に
、
こ

の
検
査
に
よ
っ
て
一
人
が
早

期
発
見
さ
れ
、
未
検
査
児
か

ら
二
人
が
発
病
し
て
い
る
。

こ
の
が
ん
は
、
一
歳
亭
過
ぎ
。

て
か
ら
発
見
す
る
と
治
り
に

く
い
の
で
、
受
け
忘
れ
の
な

い
よ
う
に
。

マ
i
ク
の
い
ろ
い
ろ

消費生活モニター犯人による11月¢平均価格

耳石一「五五瓦五戸コζ
粉石けん 3'沼 829門 R98円

合成洗剤 2.6日<& 875円 909円

サラダ油 700g 307円 :iS:1円

しょうす也 11 ノ守ツヱク 254P.J I 251円

ベ一円7と)60m4恒入 206巧 217円

廓問!肩100g I 167円 16円

鶏 卵 1 M10.個入 215内 219円

まあじ i 丸lOQg I 134円 13:i円

じゃがいも 1kg 148円 191円

み是 1kg I 29C可 :n8円
食パン 1斤 15:i弓 152円

マーガジン! 225g;入 lRfl円 19C円

プロパン 10m ! 4，67C円 一

灯 油I18'?ri~[S嚢 812円-

1月15日
繍場9時特分

市民センターホール
罰対象者昭和41年 4月 2臼から昭和42年 4月

1臼までの出生者で、平車市に住家霊堂錦があ

る方。

⑧記念講渓

製造費量の事業読のみなさんへ

通商産業省では、 Bi'l和61年 12月 31日現在

で、工業統計調査を行う。調査に襟しては、

知事Il'!壬命した識変員がお伺いするので、年

末年始のご多忙の中申し訳ないが、ご協力い

ただ吉たい。

揖

必

学

弘

山

問

。

本

意

義

情

報

は

計

、

ベ

ビ

i
パス、

り

た

な

市

役

所

地

域

づ

く

り

課

市

民

生

活

様

車

、

カ

!

シ

ー

ト

(

ピ

ン

ク

て

と
の
法

の

産

暁

(

内

綿

一

一

四

四

)

へ

o

i

カ

襲

安

呼

マ

語

り

ま

す

マ

タ

ニ

テ

ィ

ι

ド
レ
ス
、
マ
謡
っ
て
く
だ
さ
い

J

1
揖

男

児

衣

類

(
0
3
2
龍、

3
議
)
、
幼
男
児
衣
類

(
5
1
6
歳、

n

得

て

体

一

児

衣

類

(
1
歳
)
、
応
接
セ
ソ
ト
、
食
議
)
、
女
児
衣
類

(
5
1
6
車、

心
育
貯
一
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
問
い
合
わ
堂
セ
ッ
ト
、
ベ
ビ
]
セ
ッ
ト
、
一
日
間
ベ

8
議
て
ベ
ビ
!
ダ
ン
ス
、
電
E

の

の

喜

一

ム

中
ん
側
一
せ
が
増
r

え
て
い
る
。
た
だ
し
、
問
い
合
ッ
ト
、
ス
テ
レ
オ
、
除
湿
器
、
ガ
ス
ス
機
、
措
置
庫
、
電
軍
オ
ー
ブ
ン
、

離
ゃ
な
一
わ
せ
の
と
き
に
は
、
す
で
に
訣
ま
っ
て
ト
!
ブ
巾
ガ
ス
)
、
木
製
属
呂
と
ン
レ
ス
風
呂
と
釜
(
プ
ロ
パ
ン
て

妊
ち
要
一
一
い
る
と
き
も
あ
る
の
で
、
ご
了
事
を
。
蓋
善
行
器
、
ベ
ピ
i
体
重
道
陣
異
(
大
人
用
)
、
和
文
タ
イ
プ

テニスと私

神和食純氏
滋当臼は、街棄な綴装でご要参加を。出席された

方に、市から記念品者贈る。

問い合わせ 平線時議寧務轟欝嘩務襲撃

統計曹聖夜事事内線却8



今
年
、
声
の
ひ
ろ
ば
に
寄
せ

ら
れ
た
市
民
の
皆
さ
ん
の
。
私
一
~

の
意
向
炉
の
中
か
ら
、
そ
の
い

h
f

く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。
!
と

義

荒

に

氷

焚

盆

を

れ

河
口
か
ら
東
海
道
本
一
線
ま
で
お
討

の
問
に
、
水
焚
倉
島
晶
垣
っ
た
せ

ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
花
本
川
容

の
両
岸
に
桜
の
木
を
稿
文
散
歩

Jγ

護
軒
並
す
ま
す
。
川
事
務
ν、
訪

ボ
ー
ト
遊
び
が
で
き
る
よ
う
に
例
目

し
た
り
、
流
水
域
に
生
態
す
る
;

動
植
物
を
集
め
た
博
物
館
や
、

川
を
は
さ
ん
で
ス
テ
ー
ジ
と
観

粧
品
席
の
あ
る
水
よ
公
会
堂
を
T
1

富

雄

3
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

~V

〈
西
八
幡
袋
瀬
樋
氏
〉
臨
醐

マ
公
共
瀦
設
の
鶏
人
間
mト
イ

レ

醐

に
努
朝
甜
明
摺
世
帯
の
祷
績
を
噌

市
内
に
は
再
晶
備
の
立
派
な
公

共
施
設
が
あ
り
、
平
塚
市
に
伎
に
思
う
こ
と
は
、
ど
の
施
設
の

ん
で
よ
か
っ
た
と
患
っ
て
い
ま
婦
人
岡
市
ト
イ
レ
に
も
盈
男
児
用
の

す
。
し
か
し
、
一
一
一
歳
の
男
児
を
使
器
が
な
い
こ
と
で
す
。
婦
人

持
つ
母
親
と
し
て
い
つ
も
不
使
用
の
便
器
で
用
を
さ
せ
ま
す

一
「
に
こ
ttb

為
M
M

(8) 昭和6骨量草号 2局骨 58

守
呂
韓

1
月
初
田
(
火
)
か
ら
目

白
(
日
)
ま
で
の
5
日同開

・
平
沼
午
桂
6
時
却
分
1
9時

・
休
日
午
前
日
時
5午
後
4
時一却

分
マ
金
場
福
祉
合
館

守
宮
輯
資
格
会
臼
程
書
加
で
き
る

議
宙
輔
教
育
館
T
者

マ
受
講
料
無
料

マ
締
め
切
り

1
月
間
白
(
土
)

マ
申
し
込
み
先
市
犠
持
綴
事
課
庶

輯
部
(
内
鰻
二
一
七
)

重患425霊雪

県
立
湘
南
腎
少
年
四
車
で
は
、
ふ

る
さ
と
を
つ
く
る
青
少
年
白
つ
ど
い

剖
申
書
加
者
を
募
集
し
て
い
る
。

中
日
韓
羽
月
回
日
(
木
)
1担
日

{金
)
Z抽
2
日

マ
対
車
中
・
高
校
生
、
青
年
叩
人

守
番
加
費
輯
料

マ
問
い
合
わ
せ
先
県
立
湘
南
青
少

年
の
車
(
電
露
出

j
O六
七
六
)

中
勤
務
場
所
八
幡
公
説
鯖

マ
華
麗
内
容
館
内
外
の
糟
捕
、
職

銭
円
不
在
蒔
の
留
守
番
等

hv
手
当
月
額
二
万
五
干
六
百
円

マ
管
理
人
申
草
木
造
平
家
建
て

(
6

畿、

4
・
5
費
、
台
所
、
風
呂
場
)

守
入
居
予
定

2
丹
中
旬

つ

くワ

よ

と
、
ど
う
し
て
も
汚
し
て
し
ま

い
ま
す
。
女
兇
の
場
合
で
も
、

抱
い
て
一
用
を
済
ま
せ
る
と
き
助

か
る
と
一
思
い
ま
す
。

〈
平
塚
森
盟
委
口
ん
〉

マ
図
響
鎗
の
二
一
瞬
審
議
に

私
控
巾
国
間
へ
の
手
紙
で
、
凶

書
館
の
二
階
春
禁
煙
に
し
て
欲

し
い
と
い
う
意
見
を
出
し
ま
し

た
。
こ
の
前
邸
書
館
に
行
っ
て

県
立
商
湘
地
区
体
育
セ
ン
タ
ー
で

は
、
体
力
つ
く
り
'
ス
ポ
ー
ツ
教
護

を
開
く
。

〔
テ
ニ
ス
整
讃
}

・
日
韓

1
月
日
目
(
火
)
1
2
月

四
日
(
木
)
の
揮
週
火
・
木
曜
日

・
時
間
日
時
却
分
1
日
時
間
分

-
出
申
し
込
み
受
け
付
け
目

1
月
6
日
(
火
一
)
日
時
四
分

・
対
象
一
揖
(
初
心
者
)
叫
人

{
醐
酬
と
子
の
体
力
つ
く
り
教
室
}

・
日
程

1
月
M
白
(
水
)
1
3月

間
臼
(
本
)
の
毎
週
水
曜
日

・
時
間

H
時
1
日
時
四
分

-
申
し
込
み
受
け
付
け
目

ー
丹
7
臼
(
水
)
H時

・
対
車
親
と
子

(4jti--6
嵩
)
却

組
「
禁
煙
」

う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

私
は
、
難
し
い
事
は
分
か
ら

な
い
の
で
大
し
た
世
帯
は
書
け
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
括
提
案
す

る
つ
も
り
で

to
と
の
制
度
は

市
民
室
戸
そ
の
も
の
で
す
し
、

費
蚕
な
制
度
だ
と
思
い
ま
す
。

ず
っ
と
続
け
て
く
だ
さ
い
。

(
匿
名
希
望
)

{a串
理
軸
型
輩
}

・
日
韓

Z
丹
却
臼
(
金
)
j
I
3
3
R

3
E
(火
)
由
普
遍
火
・
金
曜
日

・
時
間
同
時
1
日
時

・
申
し
込
み
受
け
付
け
包

1
月
却
臼
(
火
)
四
時

・
対
象
一
般
胡
人

マ
受
講
料
一
千
円
{
当
日
納
入
)

守
会
場
西
湘
地
区
体
育
セ
ン
タ
!

?
問
い
合
わ
せ
字
国
小
田
原
市
酒

勾
1

1

羽
詰
棉
地
区
体
育
セ

ン
タ
ー
電
読
む
四
六
五
(
胡
)
一
一

六
五
O

法
務
局
自
登
亘
師
事
務
は
、
ロ
月
幻

自
(
土
)
ま
で
取
り
扱
う
。

し
か
し
、
年
末
は
受
議
事
務
が
急

融
に
増
加
し
、
相
当
器
雑
が
予
想
さ

れ
る
。
畳
録
申
請
、
景
説
唖
橋
本
・

抄
本
な
ど
の
謂
求
は
、
お
手
め
に
。

問
い
合
わ
せ
は
、
横
涙
地
方
法
務

捕
平
揮
出
張
所
(
電
話
n
l
六
五
五

七
)
へ
。

放
送
大
学
は
昭
和
田
年
度
第
工
期

目
学
生
を
募
集
し
て
い
る
。

マ
出
願
受
付
同
月
1
日
(
月
)

1

2
月
担
日
(
土
)

マ
揮
墾
開
始

4
月
1
日
か
ら

V
問
い
合
わ
せ
一
一
千
加
横
幌
市
南
区

大
関
2

出

1

放
送
大
学
神
奈

川
学
欝
セ
ン
タ
ー
電
話
。
四
五

(
七
一
一
一
)
一
一
一
一
-

ぬ〈敬称略〉

マ
社
品
霧
博
祉
義
金
へ
・
明
神
せ
い

六
千
六
百
十
五
円
、
矢
口
層
五

万
円
、
平
軍
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
全

長
今
井
政
兵
部
開
一
万
円
、
車
問
年
金

講
指
五
千
向
、
福
祉
大
会
募
金
箱

九
千
百
九
十
一
円
、
露
木
留
L
Z

ロ

五
千
円
、
日
入
金
一
千
円
、
延
秀

幸
四
千
八
百
九
十
八
円
、
平
揮
看

護
専
門
母
子
一
撃
子
生
会
一
一
一
万
茎
t
円、

平
塚
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
一
万
円
、

井
上
好
子
一
千
吉
七
十
二
円
、
土

沢
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
二
十
一

万
六
千
四
円
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
檀
館

一
万
四
千
円
、
体
育
レ
ク
金
田
地

区
大
会
実
行
委
員
会
一
万
円
、
城

島
小
P
T
A

一
万
円
、
湘
南
中
央

広
告
美
術
協
会
一
万
百
円
、
紳
士
三
万

。日程
12 月 17 日 10 時 ~15 時平理駅北口/12 月 25 日

10 時~15 時平塚駅南口/12 月 26 日目時 ~15 時
平場駅北口(車海大口ーターアクトクラブ)/1月 4
日 10時~日時紅苔パールロード/1月 6日目時
~12 時消防訓練所・南天 10 時~15 時平理駅北
口/1 丹 8 臼日時~15時平揮駅北口/1 月 9 B 10 
時~15時平壇市役所

。ご協力ありがとうごさずいました (11J'l) 
東海大(体育祭連営署員全) 406本、平埋駅北口日
本、富士チタン工業36本、中央農協岡崎支所(岡崎
地区) 25本、金田公民鮪{金田地区) 20本、八幡公
民館(八幡地区) 27本、平理農業高校 91本、四之宮
公民館(四之宮地区) 10本、サンシャイン平埋〈大
神、田村地区)29本、平理江南高校 123本、高揖高
校 196本、ダイクマ平嘩眉(なでしこライオンズクラ
ブ) 158本

とリ えしさのだ父れらとにんうりたの入 まがかつい
一パおまなずにけ親と子いものでにか大つおし教、てさ患
走2き丈立正憲ZE号主主主義主喜主主詰蓄え嘉お季RZ
て{土ん ばかそいう合とはびは。る子行だん 究うをが大

2T5H283号待重量355iUIi祥雲
事なまいでこ。断 のだの属談おた、が
のLくて 」冒とそを習昨-掛件コ容とま高 に父らども

と分もれず ~E云ヨラ下丹、ま校 みさよ主と
スあパ 訴がでなる:1-:メヲ否守¥:J 通あ上に えんいやで

日首長昇こ可 思説草 22雪EH軒下何討U55球主
主!??ii!?;i;{;;;21;iiiiiiiii宅??iiiifi
iii;i iiiiiii-15;;!???時 ii?iiiiを
あ持感人、 で持や、くべ父てきるっと過、ので違相中 よらいほはつ

iすつしお

ててそ す道れ「い大たつ 沼で「がたしま事くが とくもそうに離 渡舟りしい
古ムZZゑ完主主主意4主主主き主2宅3Z喜重苦き主主主主225きた若君ぺをま

ι;iiiii:ii ii民主iiiiiifii;iiii;;iiiii
手之をやSZ乙ぞき55E訳出者 具足 禁事支援き宅3 225事主区民主杢たて事名
しにつあっと 。、がたすき青いす 句。 であなかな i華人 いき車、しいいしすこ。いあ臼
5三25gら 言語ぉ←き伐さき 等兵 喜容な告代き去 さき毒ぺ己主量 028是皇室
つん「な え「てせ臼 あ 警察議瀦~壊事蕊交努影議議懇襲滋議譲欝F士三之さ与 がうう つ-:;:，tJ;のさP

みぞばかおがっていしつ勾と立離噂雄事ヨ瀦議麟醤鞠控室妄三主力こいでみたあ宝てるつ
会JZずし1皇位 β れ戸繋斡勝野題提襲安奪三霊長E1乙いよ毛
よるちえ臼ういたつミ於え補 完川総乏主主苦三奈添今哲三吉宮 z

i iiiiimiii鶏擢蝉ぎ害毒42iij出23
3R肝要票日三 史跡繍脚、?円静穏~ ;zえ2守会長支出手 1
できなみき亡、沼 訟臨r一週離よ~品々掠りないも乱重人うら
も・そ孟も 「かろ~~こ~~わ~~らい「だか い木も「つえい おせもが志こきこ「ペくこ漠 v 弓どか「しなたなつ

f3255;;i2575ii5出??iiiiZ52;ifRSFiR22ii」iiJiH22
ょ罫 幸容は」主主主」 話…ぉE」 雪古豪fq uギぺZZ嘉吉 詰53主ヒ号完ぺ 完45村 主ろこ筆者そさ寺
りし っしに ノ二ら 克 こは な、さ tc:;， ど 伝うわだい Rい えミつつ /ι ちたや でい悼の けくいれじの」市
若 長丈だ 」零2 2 主占 民主言そご を主主主ミ管芸 切主量一宮雪ら号 訳出益金 二芸Z義ぷ哲き勇
与 をせ引 っし ウ つ 木たしした んいっしもめう っしをれ人よいく いも fhち る道しん察本苧の
~ 主喜三 五平 昔 日 話器えι丈島 芸宮今ぺ長喜一 言をギ主同乙雲予 さ号え嘉一五至芸カi警室主事

四

回

。っ

し
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